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予　

算

■
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
７
号
）

　

４
２
８
２
万
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
60
億
５
５
１
８
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

１
９
０
４
万
円

・
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ろ
ま
運
営
費
負

　

担
金
返
還
金　

２
７
８
１
万
円

・
臨
時
財
政
対
策
債

▲
４
５
３
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
町
税
還
付
金　
　

 

６
１
３
万
円

・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
施
設
維
持
改
修
事
業

　

費
補
助
金　
　

 

１
４
８
８
万
円

・
悠
林
館
大
浴
場
シ
ャ
ワ
ー
混
合
栓

　

取
替
工
事　
　

   

１
８
４
万
円

２

　第３回定例会が９月１３日から１５日の間で

開催され、議案６件、同意１件、諮問１件、承

認５件、認定１件、報告１件、意見書２件の審

議を行い、いずれも原案のとおり可決しました。

第３回定例会

審 

議 

し 

た 

議 

案

・審議した議案①　

 

新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
悠
林
館
」
の
部
分
改
修
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

老
朽
化
し
た
各
施
設
の
改
修
費
用
等
を
補
正

３

条　

例

■
特
別
職
の
給
料
額
及
び
旅
費

　

額
並
び
に
そ
の
支
給
条
例
の

　

一
部
改
正

　

本
町
職
員
に
よ
る
公
金
及
び
公

金
に
準
ず
る
預
金
か
ら
の
詐
取
並

び
に
文
書
変
造
に
係
る
不
祥
事
案

の
発
生
に
伴
い
、
町
長
、
副
町
長

及
び
教
育
長
に
対
し
、
10
月
１
日

よ
り
１
か
月
間
の
給
料
月
額
を
減

額
す
る
行
政
措
置
を
講
じ
る
た
め

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　・審議した議案②　

第３回定例会

そ
の
他

■
令
和
５
年
度
介
護
保
険
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

１
３
６
５
万
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
５
億
３
２
４
６
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
前
年
度
繰
越
金  

１
３
６
５
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
国
庫
負
担
金
等
返
還
金

１
３
６
５
万
円

同　

意

■
教
育
委
員
の
任
命
同
意

　

教
育
委
員
と
し
て
、
次
の
方
の

再
任
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

◎
川
西　
　
　

平 

戸 

鉄 

也　

氏

　　

任
期
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年

10
月
14
日
か
ら
令
和
９
年
10
月
13

日
ま
で
の
４
年
間
と
な
り
ま
す
。

■
令
和
５
年
度
簡
易
水
道
事
業

　

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

収
益
的
収
入
予
算
に
６
３
１
万

円
、
支
出
予
算
に
７
１
１
万
円
が

追
加
さ
れ
、
ま
た
資
本
的
収
入
及

び
支
出
予
算
に
７
８
８
万
円
が

追
加
さ
れ
、
収
入
予
算
の
総
額
が

７
億
１
６
５
万
円
に
、
支
出
予
算

の
総
額
が
７
億
５
８
７
７
万
円
に

な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
（
収
益
的
）
】

・
他
会
計
補
助
金 　

２
３
２
万
円

・
長
期
前
受
金
戻
入 

３
９
９
万
円

【
主
な
歳
出
（
収
益
的
）
】

・
若
里
給
水
区
給
水
管
修
繕
工
事

２
３
２
万
円

・
有
形
固
定
資
産
減
価
償
却
費

４
６
１
万
円

【
主
な
歳
入
（
資
本
的
）
】

・
他
会
計
補
助
金 　

７
８
８
万
円

【
主
な
歳
出
（
資
本
的
）
】

・
朝
富
給
水
区
配
水
管
移
設
工
事

６
５
２
万
円

・
北
富
浄
水
場
原
水
流
入
弁
更
新

　

工
事　
　
　
　
　

１
３
６
万
円

■
令
和
５
年
度
公
共
下
水
道
事

　

業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

収
益
的
収
入
予
算
か
ら
３
０
７

万
円
、
支
出
予
算
か
ら
３
６
１
万

円
が
減
額
さ
れ
、
ま
た
資
本
的
収

入
及
び
支
出
予
算
に
19
万
円
が
追

加
さ
れ
、
収
入
予
算
の
総
額
が
３

億
７
４
８
３
万
円
に
、
支
出
予
算

の
総
額
が
４
億
１
９
３
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
（
収
益
的
）
】

・
長
期
前
受
金
戻
入
（
特
定
環
境

  

保
全
）　
　

  　

▲
３
０
７
万
円

【
主
な
歳
出
（
収
益
的
）
】

・
有
形
固
定
資
産
減
価
償
却
費
（
特

  

定
環
境
保
全
）　

▲
３
７
６
万
円

【
主
な
歳
出
（
資
本
的
）
】

・
漁
業
集
落
排
水
整
備
事
業
業
務

　

委
託
料　
　
　
　

３
０
０
万
円

・
漁
業
集
落
排
水
施
設
機
器
更
新

　

工
事　
　
　
　

▲
３
０
０
万
円

諮　

問

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、

各
市
町
村
で
人
権
相
談
な
ど
の
活

■
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

　

当
組
合
規
約
の
変
更　
　
　

　

当
組
合
の
規
約
に
、
新
た
に
「
後

志
広
域
連
合
」
を
追
加
す
る
も
の

で
す
。

■
専
決
処
分
の
承
認

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）
の
専
決
処
分
に
つ

い
て
承
認
し
ま
し
た
。

　

70
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
の

総
額
が
60
億
９
５
３
万
円
に
な
り

ま
し
た
。

■
専
決
処
分
の
承
認

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）
の
専
決
処
分
に
つ

い
て
承
認
し
ま
し
た
。

　

２
８
２
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
60
億
１
２
３
６
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

■
専
決
処
分
の
承
認

　

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

査
会
委
員
１
名
の
任
期
中
の
辞
任

に
よ
り
、
次
の
方
を
補
欠
委
員
に

任
命
し
た
こ
と
に
伴
う
専
決
処
分

に
つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。

　
◎
宮
前
町  

五
十
嵐 

麻
貴
子　

氏

　

任
期
に
つ
い
て
は
、
前
任
者
の

残
任
期
間
と
す
る
規
定
に
よ
り
令

和
５
年
７
月
１
日
か
ら
令
和
７
年

９
月
30
日
ま
で
の
２
年
３
か
月
の

間
と
な
り
ま
す
。

動
を
行
う
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
、
次
の
方
を
法
務
大
臣
へ
推
薦

す
る
た
め
、
議
会
に
意
見
を
求
め

ら
れ
適
任
と
い
た
し
ま
し
た
。

◎
西
富　
　
　

池 

田 

弥 

奈　

氏

【
主
な
歳
入
】

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金２

８
２
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
修
繕
料
（
観
光
施
設
管
理
運
営

　

経
費
）　
　
　
　

  

１
４
３
万
円

・
学
校
体
育
文
化
活
動
費
補
助
金

１
３
８
万
円

■
専
決
処
分
の
承
認

　

令
和
４
年
１
月
の
除
雪
作
業
時

の
物
損
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
額

が
本
年
６
月
29
日
に
決
定
と
な
り
、

即
時
に
事
務
手
続
き
を
完
了
し
た

こ
と
に
伴
う
専
決
処
分
に
つ
い
て

承
認
し
ま
し
た
。

損
害
賠
償
先
及
び
賠
償
額

・
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社

　

北
海
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
部

26
万
４
０
０
０
円

■
専
決
処
分
の
承
認

　

本
年
６
月
の
町
公
用
車
と
駐
車

中
の
無
人
車
両
と
の
接
触
事
故
に

よ
る
損
害
賠
償
額
が
本
年
７
月
11

日
に
決
定
と
な
り
、
即
時
に
事
務

手
続
き
を
完
了
し
た
こ
と
に
伴
う

専
決
処
分
に
つ
い
て
承
認
し
ま
し

た
。

・
損
害
賠
償
額 

21
万
１
９
３
７
円

意
見
書

■
肥
料
・
燃
油
な
ど
の
生
産
資
材

　

等
高
騰
対
策
の
強
化
を
求
め
る

　

意
見
書

　

北
海
道
に
お
け
る
農
業
は
、
国

民
の
食
料
を
安
定
供
給
す
る
食
料

基
地
と
し
て
、
地
域
経
済
・
社
会

を
支
え
る
重
要
な
位
置
づ
け
に
あ

る
中
、
コ
ロ
ナ
禍
後
の
経
済
回
復

や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
る
燃
油

や
飼
料
、
肥
料
、
資
材
等
の
価
格

が
高
騰
し
、
国
や
道
も
様
々
な
対

策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
が
、
北
海

道
の
肥
料
銘
柄
の
価
格
高
騰
率
が

極
め
て
高
く
、
全
国
一
律
の
補
填

対
策
で
は
北
海
道
の
価
格
上
昇
分

を
確
実
に
補
填
で
き
て
い
な
い
状

・
悠
林
館
厨
房
換
気
天
蓋
・
換
気

　

フ
ァ
ン
設
置
工
事 

１
９
８
万
円

・
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
助
金

１
０
２
０
万
円

６月にオープンした悠林館



令和５年 ９月定例議会号令和５年 ９月定例議会号

議会だより　136 号議会だより　136 号 ４

第３回定例会

・審議した議案③　

５

　

　・町長行政報告

第３回定例会

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　

接
種
の
状
況

　

す
で
に
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て

春
接
種
と
し
て
65
歳
以
上
の
高
齢

者
及
び
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
を
対

象
と
し
た
集
団
接
種
を
実
施
し
ま

し
た
が
、
今
般
、
秋
接
種
と
し
て

12
歳
以
上
す
べ
て
の
方
を
対
象
に

９
月
下
旬
か
ら
11
月
中
旬
の
期
間

で
、
町
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
し

て
集
団
接
種
を
行
う
計
画
と
し
て

お
り
、
対
象
予
定
者
は
２
４
０
０

人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
６
か
月
以
上
の
乳
幼
児

及
び
５
歳
以
上
11
歳
ま
で
の
子
に

対
す
る
接
種
に
つ
い
て
は
、
遠
軽

地
区
３
町
共
同
で
の
接
種
体
制
整

備
に
向
け
、
現
在
調
整
中
で
す
。

■
漁
業
の
状
況

　

北
海
シ
マ
エ
ビ
漁
は
、
資
源
保
護

の
た
め
本
年
で
５
年
目
の
禁
漁
と
し

ま
し
た
が
、
８
月
15
日
に
へ
い
死
し

た
シ
マ
エ
ビ
や
魚
類
が
ル
ー
ト
イ
ン

付
近
か
ら
ト
カ
ロ
チ
沿
岸
へ
の
漂
着

が
確
認
さ
れ
、
調
査
で
は
低
酸
素
水

塊
が
富
武
士
沿
岸
に
寄
っ
た
こ
と
が

原
因
で
、
継
続
調
査
の
予
定
で
す
。

　

ホ
タ
テ
採
苗
事
業
は
、
付
着
数
が

少
な
く
仮
分
散
作
業
で
必
要
数
量
は

か
ろ
う
じ
て
確
保
で
き
た
状
況
で
あ

り
、
外
海
ホ
タ
テ
漁
業
は
、
Ｃ
海
区

１
万
１
０
０
０
ト
ン
の
漁
獲
目
標
に

対
し
、
８
月
22
日
時
点
で
57
・
５
％

を
水
揚
げ
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
全
体

で
は
本
年
度
31
万
ト
ン
の
計
画
で
操

業
し
て
い
ま
す
。

　

浜
値
は
、
キ
ロ
単
価
１
４
０
円
の

計
画
に
対
し
、
平
均
単
価
２
１
４
円

で
推
移
し
、
概
ね
計
画
は
達
成
で
き

る
見
通
し
で
あ
り
、
ホ
タ
テ
加
工

製
品
は
、
玉
冷
工
場
の
増
改
築
に

伴
い
乾
貝
柱
の
生
産
に
シ
フ
ト
し

て
２
１
０
０
ト
ン
の
処
理
を
計
画

し
て
お
り
、
養
殖
ホ
タ
テ
漁
業
は
、

１
７
０
０
ト
ン
の
計
画
を
若
干
下
回

る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
ス
小
型
定
置
網
漁
業
は
、
親
魚

確
保
が
見
込
ま
れ
ず
、
網
入
れ
は
８

月
24
日
に
延
期
と
な
り
、
サ
ケ
定
置

網
漁
業
の
本
年
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
中

部
地
区
の
秋
サ
ケ
来
遊
予
想
は
、
前

年
比
95
％
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
農
作
物
の
生
育
・
収
穫
状
況

　

農
作
物
の
生
育
は
順
調
に
進
ん

で
お
り
、
主
力
作
物
の
秋
ま
き
小

麦
は
７
月
27
日
に
、
春
小
麦
と
大

麦
は
８
月
２
日
と
、
過
去
に
な
い

早
い
時
期
に
収
穫
作
業
を
終
了
し

て
い
ま
す
が
、
縞

し
ま
い
し
ゅ
く
び
ょ
う

萎
縮
病
の
影
響

と
登

と
う
じ
ゅ
く

熟
期
間
が
短
か
っ
た
た
め
、

平
年
よ
り
や
や
少
な
い
収
量
で
あ

る
と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

基
幹
作
物
の
ビ
ー
ト
は
、
雪
解

け
が
早
く
定
植
作
業
は
平
年
よ
り

早
く
終
了
し
、
平
年
以
上
の
生
育

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
ボ
チ
ャ
は
、
平
年
並
み
の
収

町
長
行
政
報
告

（
要
旨
）

■
酪
農
・
畜
産
の
状
況

　

生
乳
生
産
は
、
昨
年
か
ら
の
抑

制
下
に
あ
る
た
め
前
年
を
下
回
る

生
産
量
と
な
っ
て
お
り
、
計
画
生

産
量
を
堅
調
に
推
移
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
夏
の
猛
暑
の
影
響
で
生

産
量
が
減
少
状
況
に
あ
り
、
今
後

の
回
復
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
乳
価
の
引
き

上
げ
は
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
資
材

費
の
高
騰
で
依
然
厳
し
い
状
況
下

に
あ
り
、
個
体
販
売
に
つ
い
て
は
、

生
乳
の
生
産
調
整
の
影
響
か
ら
初

妊
牛
は
下
落
し
、
肉
用
牛
に
つ
い

て
も
需
要
の
減
と
在
庫
の
余
剰
に

よ
り
下
落
し
て
お
り
、
豚
肉
価
格

に
つ
い
て
は
高
値
で
安
定
し
て
い

ま
す
が
、
飼
料
、
燃
油
、
電
気
料

等
の
高
騰
に
よ
り
酪
農
・
畜
産
全

般
に
お
い
て
経
営
を
圧
迫
し
て
い

る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

認　

定

報　

告

■
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金

　

不
足
比
率

　

令
和
４
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
の
審

査
意
見
書
と
と
も
に
報
告
が
な
さ

れ
、
財
政
健
全
化
審
査
に
つ
い
て

は
、
一
般
会
計
が
黒
字
の
た
め
「
実

質
赤
字
比
率
」
及
び
「
連
結
実
質

赤
字
比
率
」
に
お
い
て
は
比
率
な

し
、
「
実
質
公
債
費
比
率
」
も
早

期
健
全
化
基
準
の
25
％
を
大
き
く

下
回
る
８
・
２
％
で
あ
り
、
「
将
来

負
担
比
率
」
も
算
定
さ
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
本
町
の
財
政
は
健
全
で

あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
健
全
化
審
査
で
は
、

簡
易
水
道
及
び
公
共
下
水
道
特
別

会
計
と
も
に
「
資
金
不
足
比
率
」

は
な
し
で
、
現
段
階
で
は
２
つ
の

企
業
会
計
と
も
経
営
は
健
全
で
あ

る
と
言
え
ま
す
。

「
健
全
化
判
断
比
率
」

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
を

客
観
的
に
表
し
、
健
全
化
や
再
生

の
必
要
性
を
判
断
す
る
、
４
つ
の

財
政
指
標
の
総
称
。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

－

（１５．０）

－

（２０．０）

８．２

（２５．０）

－

（３５０．０）

健　全　化　判　断　比　率 （単位：％）

特別会計の名称 資金不足比率 備　　考

簡易水道特別会計 － 経営健全化基準

２０．０公共下水道特別会計 －

資　金　不　足　比　率 （単位：％）

（　）書きは早期健全化基準

■
令
和
４
年
度
各
会
計
歳
入
歳

　

出
決
算
認
定

　

令
和
４
年
度
の
各
会
計
決
算
が

提
出
さ
れ
、
決
算
審
査
特
別
委
員

会
に
付
託
し
て
審
議
す
る
こ
と
と

し
、
９
月
14
日
開
催
の
委
員
会
に

て
審
議
し
た
結
果
、
委
員
会
と
し

て
は
原
案
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

翌
日
15
日
に
開
催
さ
れ
た
本
会

議
に
お
い
て
、
決
算
審
査
特
別
委

員
会
の
但
木
委
員
長
か
ら
、
各
会

計
決
算
を
認
定
す
る
旨
の
審
査
結

果
報
告
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、

全
会
一
致
で
決
算
を
認
定
し
ま
し

た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
６
ペ
ー
ジ

か
ら
の
「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

令
和
４
年
度
の　
　

　

 

各
会
計
決
算
を
審
議

 

「
資
金
不
足
比
率
」

　

公
営
企
業
の
資
金
不
足
額
を
料

金
収
入
と
比
較
し
、
経
営
状
態
の

悪
化
の
度
合
い
を
示
す
指
標
。

■
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会
資

　

本
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

　

道
路
等
の
環
境
は
、
激
甚
化
、
頻

発
化
す
る
自
然
災
害
や
巨
大
地
震

の
リ
ス
ク
が
増
大
し
、
道
路
の
老

朽
化
対
策
や
通
学
路
等
の
安
全
対

策
の
推
進
及
び
防
災
・
減
災
、
国

土
強
靱
化
の
取
組
が
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
は
、
道
内

各
地
域
の
強
み
で
あ
る
「
食
・
観

光
」
の
潜
在
的
資
源
を
最
大
限
活

か
し
、
北
海
道
を
支
え
る
物
流
や

広
域
周
遊
観
光
の
た
め
の
道
路
整

備
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
冬
期

間
の
安
定
的
な
除
排
雪
の
確
保
に

よ
り
、
住
民
の
安
全
・
安
心
な
生

活
を
支
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
け
る
「
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５

か
年
加
速
化
計
画
」
を
推
進
す
る

た
め
に
必
要
な
予
算
の
確
保
を
求

め
る
意
見
書
を
可
決
し
、
衆
参
両

院
議
長
及
び
関
係
大
臣
宛
に
提
出

し
ま
し
た
。

■
畜
犬
多
頭
飼
育
崩
壊
に
関
す

　

る
経
過
報
告

　

旧
栄
保
育
所
を
利
用
し
、
６
月

27
日
か
ら
29
日
の
３
日
間
で
の
合

計
76
頭
（
雄
36
頭
、
雌
40
頭
）
の

避
妊
去
勢
手
術
を
行
い
、
同
時
に

狂
犬
病
予
防
注
射
、
畜
犬
登
録
を

全
頭
無
事
に
終
え
ま
し
た
。

　

術
後
は
経
過
観
察
を
経
て
、
元

の
場
所
へ
戻
し
て
い
ま
す
が
、
牛

舎
で
飼
育
し
て
い
た
約
40
頭
の
犬

は
、
新
た
に
町
が
用
意
し
た
簡
易

的
な
犬
舎
に
移
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
飼
育
の
支
援
を
受
け
な

が
ら
、
少
し
ず
つ
人
に
慣
れ
る
よ

う
環
境
を
改
善
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
牛
舎
内
に
は
１
頭

の
犬
も
お
ら
ず
、
農
協
に
よ
り
牛

舎
内
の
環
境
衛
生
の
改
善
を
行
い

な
が
ら
生
乳
の
生
産
を
継
続
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
ご
協
力
を
頂
い
た
、
ど
う

ぶ
つ
基
金
を
は
じ
め
と
す
る
動
物

愛
護
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
農

協
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
獣
医
師
会
の
皆

様
に
は
本
当
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、

今
後
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
譲
渡

を
進
め
る
た
め
、
動
物
愛
護
団
体

や
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

況
に
あ
り
、
さ
ら
に
ガ
ソ
リ
ン
価

格
や
電
気
料
金
の
値
上
げ
、
為
替

相
場
も
円
安
傾
向
が
続
い
て
い
る

た
め
、
様
々
な
生
産
資
材
の
連
動

し
た
値
上
げ
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
今
後
も
国
に
お
け
る

継
続
し
た
高
騰
対
策
強
化
を
求
め

る
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
大
臣

宛
に
提
出
し
ま
し
た
。

量
を
予
想
し
て
い
ま
す
。

　

飼
料
作
物
は
、
１
番
草
は
平
年

よ
り
も
収
量
は
や
や
減
少
し
た
も

の
の
、
適
期
収
穫
に
よ
り
良
質
な

粗
飼
料
が
確
保
で
き
て
お
り
、
２

番
草
も
平
年
並
み
の
収
量
が
期
待

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

デ
ン
ト
コ
ー
ン
は
、
順
調
な
生

育
を
見
せ
、
収
穫
は
早
ま
る
予
想

で
あ
り
、
平
年
並
み
の
収
量
見
込

み
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

％
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。


